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第 23回 家 族 社 会 学 セ ミ
ナ ー ｜ こ ＿ つ レ 、 て

春も間近、年度末でご多忙のことと思いま

す。第23回家族社会学セミナーについてお

知らせいたします。21回および22回大会の

共通テ―マ『今、家族に何が起こっている

か』を締めくくる位置づけを与えられた第

23回大会は、以下のような要領で開催する

ことがほぽ決定しました。遠路ですが多数

の皆様の参加を得て、内容の充実したセミ
ナーになりますよう切望しています。何か

と行届かなぃところがあるかもしれません

が 皆様 のご 恊カ をお 願い いた しま す。

  大会開催要領

1．期日：1990年7月23日（月）午後1時ー

    7月25日（水）正午まで

2．場所：福岡市中央区天神

    私学 共済会館くガーデン・パレス冫

  なお、ガーデン・パレスに宿泊可能な人
数は100名ですので、50名近くの方々は近

くの「アーク・ホテル」（会場から徒歩5分ほ

どの距離）に宿泊をお顛いする予定です。

3．実行委員会委員名（順不同）

    染 谷 俶 子 （ 鹿 児 島 経 済 大 学 ）

    礒田明子（活水女子短大）

    坂岡庸子（熊本女子短大）

    牟田和患（佐賀大学）
    野 口 栄 子 （ 筑 紫 攵 学 園 短 大 ）

    米下溌治（山口大学）

    坂 本 喜 久 雄 （ 中 村 学 園 大 学 ）
    篠崎正美（聖マリア学院短大）（委員長）

4.セ ミ ナ ー の テ ー マ お よ び 部 会 溝 成

    （敬称略）

共通テーマ

    『今、家族にfロ1が起こっているか』
本年度のサブ・テーマ

  rまとめ一家族変動の理論化と実証をめ

ざして－j

第1セッション

  本年度サブ・テーマに関連する自由報告

    の 山 中 美 由 起 （ 竃 谷 大 学 ）
    ＠安達正嗣（兵庫県家庭問題研究所）

    ◎ 山 田 昌 弘 （ 東 京 学 芸 大 学 ）
  あと二人の方に交渉中ですが、自薦を飲
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迎します，
第2セッション
    「 近 代 家 族 J論 を め く ゛ っ て
  蝦 告 者   牟 田 和 恵 （ 佐 賀 大 学 ）
    序 dJtEF． （ 汁 会 や 鴬 大 書 ）
講3セッニョン
  家族の間 人化と多 矇化をめ ぐって
  報 告 者 目 黒 依 子 （ 上 智 大 学 ）
    松 田 苑 子 （ 清 泉 女 子 大 学 ）
    三谷鉄夫（北海道大学）
第4セッション
  総括討論
  討 論 者 森 岡 清 美 （ 成 城 大 学 ）
    野々山久也（甲南大学）
    袖井孝子 （お茶の 水女子大 学）
    鈴末広（九州大学）
    飯田哲也（立命館大学）
  なお、プログラムには多少の変更がある
かも知れません。ご了承くださぃ。セミナ
―参加申込のご案内は改めて実行委員会か
ら会員の皆様にお知らせいたします。
    （篠崎正美記）

ブ く 会 参 カ ロ ： 東 京 ・ ネ 聶 岡
往 復 割 引 航 空 券 の 案 内

  森岡清美委員長のご尽カにより、大会参
加に合わせた東京から福岡への格安の団体
割引往復飛行濺券が利用できことになりま
したのご利用ください。申込などにつきま
しては実行委員会からのレタ―（3月中に
郵送）でお知らせすることになりますが、
出発時間などを予めお知らせしておきます。
    （篠崎正美記）

→福岡着
    9：35  ́
  約15，000円
    10： 35

（人数）

20名

30名

30％ 引き

  、 ら 亠 予

約1ヨ，000円

7月 25日   福 岡 発 → 羽 田 着

機関 書 碁韻 萵 耋轟 委 員会 カゝ ら
の お 知 ら せ

1．第2号の進捗状況
「家族社会掌研究」第2号の編集は、創刊
号のパターンを基本的に継続発展させる方
針のもとに、油井孝子委員を中心として進
行中です。昨年のセミナーに基づぃた特集
か住になりますが、本号から念願の自由投
稿湖が開設されます。お蔭鎌で1月末締切
までに、編集に十分なだけの投稿が得られ
ましたので、目下審査委員の方々にお回し
してあります。現在、他の依頼原稿（2月
末締切）を心待ちにしている段階です。本
号ではさらに、  「動向欄ニが起こされる他、
「書評澗Jについては従来の形態の也に、
短評の形で取り上げる本の数を増やす工夫
も され て いま す 。 ご期 待 く ださ い。
2．   出 版 図 書 の 広 告 掲 載 に つ いて
  創刊号から広告掲載に踏み切りましたが、
これもお蔭樣で多数の広告主のご協カが得
られ、財源確保の手段としてばかりでなく、
関連図書情娠としても有益であるという感
想も頂いておりますので、本号についても
踏襲したぃ思います。つきましては．会員
の皆さんで、最近本をお出しになった方、
あるいは近々に出版される予定がある方は、
ぜひ出版肴側に働きかけていただきたぃと
思います。それ以外にも、広告掲載の可能
性がある出版仕など、お心当りがありまし
たら、事務局か編集委員までお知らせくだ
さい。（石原邦雄記）
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学 会 化 委 員 会 か ら の お
知 ら せ

  家族社会学セミナーの学会移行について

昨年10月21日、Elに弛金学会丈金の「糾t崔：｜暑

に委員会を淵f崔し、゛I-会化に皿Jけてu-以F

のようなf牛に付き検討した。現在当垂員会
内の専門委員会でそれぞれの事項に付き検

討を重ねているが、ここに前回委員会での

討議事項について赧告しておくことにする。
せびご意見をお寄せくださぃ。

I．学会化への課題

1）セミナ―は、すでにメンバ―シップ帯li

をとり、毎年開催することが決って懺問詰

も発行されるなど、すでに学会化に向けて、
その一歩を踏み出している。残る課題は、

会則を决め、学会としての発足を明確にす

ることである。

2）掌 会化の目的、メリットについて再確

認すれば次の通りである。

    イ）会員の相互研錆により、研究水準

    をより高いものにする。

    ロ）新しい研究成果や情殻の相互交換

    を行なう。

    ハ）家族仕会学の水準を高め、研究活

    動を活性化する。

    ニ）若手研究者の業績を重ねる場とな
    る。

n．学会化へのステップ

1）1990年 の家族社会学セミナーにおぃて

学会化への方針を確認する。
2）そ の際、学会の名称、会則、学会設立

総会など につい て基本方 針を検 討する。

3）そ のための原案を学会化委員会で作成
する。

4）1991年 のセミナ―を学会設立の会とす

る。

m．検討課題
1）学会の名称

    I

    l案  日本家族仕会学会

    2案   日 本 家 族 社 会 学 セ ミ ナ －

2）設立の呼びかけについて

    t寮  学会般立発起人にょり、幸会エ；乏

    、レと 参加を広 く呼び か；十る ュ

    2・袰  セミ十―の企面運営をHふ′/．n

    において、あるぃはセミナ―内に学会

    設立準備委員会を設置し（学会化委員

    会のメンバーを中心にこれを拡充して

    もよい）、その名においてセミナーを

    学会に組織がえすることを宣言すると

    共 に 、 広 く 参 加 を呼 び か ける 。

3） 設 立 総 会 の も ち 方 に つ い て

    a関連学会を招待してセレモニ―を

    なうかどうか。

●

    b関連学会における家族研究について
    のシンボジウムを行なう。

    c社会学のなかでの家族研究について

    のシンボジウムを行なう。

    dセミナーの特色である合宿制を維持

    するか。

    e学会開催の責任者をどうするかっ個

    人中心か当番校制か。

    f学 会 事 務 局 を ど う す る か 。
IV．今後の課題

    1）会則原案の作成については、本村、

    清 水 が 中 心 に な っ て 準 備 す る 。
    2）設立総会のもち方、学会の運営に

    ついては、青井、望月が原案を考える。

V． L99l年の設立総会のプログラム（望月
案）

  第L日  午後L時  受付

    1時30分学会設立総会
    会則審議

    役員選出

    3時  設立記念講演

    5時  記念パーティ

第2日  午前9時30分

  関連領域の代表者によるシンボジウム

    「 家 族 社 会 学 に 期 待す る こ とJ



丶

●

    午 後1時 30分
  家族仕会学者によるシンボジウム
    「 家 族 社 会 学 の 課 題 」
    午 後7時
  次 年度 の 学 会の も ち方 につい て
第 3日   午 前 9時 30分 ～ 12時
    自 由報告会
    3人 ～ 4人 の 研 究 報 告 と 討 論
    （ 望月記）

事務局からのお知らせ
会費納入のお顛い1  ｜990年2月末現在、
1988・89年度会費未納者は24人です。継
続して2年度分の会費が未納のぱあいは、
申し合せ事項（13項）により、1990年8
月末をもって退会者扱いとなります。ご
注意くださぃ。

  また、1989年度の会費未納者は70人余
です。納入にご協カください。封書の宛
名シールに〇印がついている方は会費が
未納になっています（1つは1989年度分
の み 、 2つ は 1988・ 89年 度 未 納） 。
  納入には郵便もしくは銀行振込をご利
用ください。
    銀行 ： 第 一勧 業 銀 行早 稲 田支 店
    普通1033815
    邸便局：東京7ー7756
  いずれも口座名は
    家族仕会学セミナー事務局（代表者
    正岡寛司）です。

  なお、家族社会学セミナー申込用紙を
同封いたしましたので、必要な場合には
コピ ー な どを し て ご利 用 く ださぃ 。



事務局より

  『家族社会学研究』創刊号に掲載された稲葉昭英氏の論文「家族ストレス理論

の再構成」の中の図表（図ー1，p 98)に重大な誤植がありました。お詫びして

訂正いたします。

（指向・動機）  （行動顛型）

ー 要 件 ー ー ー ― → 要 件 充 足 行
    （ 外 部 的 体 系

個

●

●

人 の直 接的 は 欲求ー→欲 求充足行
（人rt！1関係的．  （内部的体系
t轟 緒的欲求）

図―1  システムレ

（結粟）

要件充足状態
システムレベル´の
ストレス・適応）

欲 求 充 足 状 態
（個人レベルのス

トレス・適応）

申 し 込 み 用 紙

索喪汢金竿セミナー
蚕員長媛

斑 醇 キ   竿   月   巨

    お  名  前了．Jガ‐．ナ

    ご住所

    ご自宅遊括嶋号

    鋤務先・所蝋学皎

    資  格

    耐上所往地

    同上砿話器号

    准西者氏名




